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予算決算

文化会館耐
震改修事業
工事請負契
約審査特別
委　員　会

議案番号 議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

専決処分の承認について（令和６年度鳴門市一般会計補正予算（第６号））

工事請負契約の締結について（鳴門市文化会館耐震改修事業）

承　　認

原案可決

議案第84号

議案第85号

《予算決算委員会》
●議案第84号　専決処分の承認について（令和６年度鳴門市一般会計補正予算（第６号））

衆議院が解散となり、10月27日に投開票が行われた第50回衆議院議員総選挙にかかる各種経費につ
いて計上した。事務執行上、急を要したことから補正予算の専決処分を行ったため、議会の承認を
求めるもの。

【質疑】新庁舎になって初めての期日前投票であったが、期日前投票の結果は。

【質疑】

【答弁】

【答弁】期日前投票者数は、本庁舎での投票が全11日間で１万363人、堀江公民館での投票が全６日
間で1,265人であった。期日前投票者数の合計は１万1,628人となり、全投票者数の約50％を
占めた。

《文化会館耐震改修事業工事請負契約審査特別委員会》
●議案第85号　工事請負契約の締結について（鳴門市文化会館耐震改修事業）

鳴門市文化会館耐震改修事業の工事請負契約を締結することについて、議会の議決を求めるもの。

今後、資材の高騰や人材の確保など社会的な問題が考えられる中で、さらなる増額が懸念
される。契約内容はどのようになっているのか。
物価スライドについては、契約書に
物価スライド条項を記載し適正に
運用するよう、以前より国から県や
市に通知されている。公共工事の品
質確保の促進に関する法律の趣旨
に基づいて、限られた予算の中でど
のように対応していくか、協議をし
ながら進めていきたい。

《 令和６年 第１回臨時会の提出議案と議決結果 》

【特別委員会とは…】
２つ以上の常任委員会の所管にまたがる事項の審査や、常任委員会・議会運営委員会のほかに

特定の事件を審査する必要があると認められる場合に、議会の議決によって設置され、その事件の
調査や審査が終われば消滅します。
本市議会では、より慎重な審査を行うことを目的に、特別委員会が設置されています。

委 員 会 審 査委 員 会 審 査

鳴門市文化会館
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総務文教

生活福祉

《 令和６年 第４回定例会の議決結果 》

議案番号 議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

令和５年度鳴門市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度鳴門市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度鳴門市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度鳴門市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度鳴門市光熱水費等支出特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度鳴門市給与費等管理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度鳴門市公債費管理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度鳴門市水道事業会計決算の認定について

令和５年度鳴門市モーターボート競走事業会計決算の認定について

令和５年度鳴門市下水道事業会計決算の認定について

令和５年度鳴門市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

令和５年度鳴門市モーターボート競走事業会計未処分利益剰余金の処分に
ついて

令和５年度鳴門市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

令和６年度鳴門市一般会計補正予算（第７号）

令和６年度鳴門市モーターボート競走事業会計補正予算（第１号）

鳴門市婦人会館に係る指定管理者の指定について

鳴門市青少年会館及び鳴門市市場・川崎児童館に係る指定管理者の指定につ
いて

鳴門市職員諸給与条例の一部改正について

鳴門市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について

鳴門市体操場に係る指定管理者の指定について

鳴門市ドイツ館及び鳴門市賀川豊彦記念館に係る指定管理者の指定について

鳴門市観光情報センターに係る指定管理者の指定について

公営競技納付金制度の廃止に関する意見書

鳴門市議会議長の辞職許可について

鳴門市議会議長の選挙について

鳴門市議会副議長の辞職許可について

鳴門市議会副議長の選挙について

議長の常任委員会委員の辞任について

監査委員の選任について

徳島県後期高齢者医療広域連合議員の選挙について

認　　定

原案可決

許　　可

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

許　　可

選　　挙

許　　可

選　　挙

選　　挙

予算決算

原案可決

産業建設

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第76号

議案第77号

議案第78号

議案第79号

議案第80号

議案第81号

議案第82号

議案第83号

議案第86号

議案第87号

議案第88号

議案第89号

議案第93号

議案第94号

議案第90号

議案第91号

議案第92号

意　第３号

許可第１号

選　第２号

許可第２号

選　第３号

許可第３号

同意第５号

選　第４号
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議会広報番組出演 令和７年２月１日～ 15日にテレビ鳴門の 
「ようこそ鳴門市議会へ」で放送されました。

【藤田茂男議長 就任の挨拶】 【梶 達矢副議長 就任の挨拶】 

【議会広報委員】 

公営競技納付金制度の廃止に関する意見書

　モーターボート競走事業施行者は、健全な事業運営を目指し、ファンサービスの向上はもとより、各種業務

の効率化による開催経費の削減等、諸施策を積極的に推進するなど、事業の安定性の確保に全力を尽くしてい

る。

　そのような中、老朽化等による競走場等の大規模施設改善や昨今頻発している大規模災害への備え等に係る

内部留保の拡充、さらには、近年問題（課題）となっているギャンブル等依存症対策やカーボンニュートラル

などといった新たな社会課題への対応に係る事業費の確保にも取り組む必要がある。

　公営競技納付金制度は、昭和45年度に創設されたものであるが、これは、当時、公営競技の収益が著しい増

加を示し、公営競技を実施する施行団体と非施行団体との行政水準・財政力の不均衡が問題となったため、公

営競技収益の均てん化を目的に、10年間の時限措置として導入されたもので、その後、累次にわたり期限延長

がなされている。

　これまでに、モーターボート競走事業施行者が地方公共団体金融機構へ納付した金額は約６千億円に上り、

他の公営競技施行者の納付金も含めた地方公共団体健全化基金積立金額は約９千億円以上と膨大な金額であ

り、ここ数年は基金への積み立ても行われるなど、十分に所期の目的は達せられたと考える。

　また、公営競技納付金制度以外にも、ふるさと納税制度等新たな税制度が普及し、地方公共団体を取り巻く

環境は大きく変化している。

　こうしたことから、総務省におかれましては、次の事項を実現されるよう強く要請する。

１．公営競技納付金制度を廃止すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　令和６年12月20日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳴 門 市 議 会

　新議長・新副議長の就任の挨拶
が議会広報番組で放送されまし
た。
　また、この番組には新議会広報
委員も出演しました。

※定例会で可決された意見書は、総務大臣へ送付しました。 

（令和７年１月に収録を行いました。）
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●
議
案
第
93
号

鳴
門
市
職
員
諸
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
議
案
第
94
号

鳴
門
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

本
市
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
の
人
事
院
勧
告
及
び
徳
島
県
人
事
委

員
会
勧
告
に
準
じ
て
改
定
を
行
う
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
平
均
で
ど
れ
く
ら
い
増
額
さ
れ
る
の
か
。

【
答
弁
】
年
額
で
、
課
長
級
・
副
課
長
級
は
13
万
円
程
度
、
７
年
目
程
度
の
一

般
職
員
は
36
万
円
程
度
、
週
５
日

７
時
間
15
分
勤
務
の
事
務
補
助

と
し
て
勤
務
す
る
会
計
年
度
任
用

職
員
は
35
万
円
か
ら
44
万
円
程
度

の
増
額
と
な
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。

【
質
疑
】
若
年
層
の
上
り
幅
が
大
き
い
改
正

と
な
っ
て
い
る
が
、
採
用
市
場
で

の
競
争
力
向
上
の
狙
い
も
あ
る
の

か
。

【
答
弁
】
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
初
任
給

や
若
年
層
に
重
点
を
置
い
た
改
正

と
な
っ
て
い
る
。

●
議
案
第
90
号

鳴
門
市
体
操
場
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

鳴
門
市
体
操
場
に
係
る
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。

【
質
疑
】
指
定
管
理
候
補
者
で
あ
る
鳴
門
市
体
操
協
会
の
指
導
担
当
職
員
は
、
指

導
に
関
す
る
資
格
を
有
し
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
指
導
担
当
職
員
８
名
は
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
コ
ー
チ
や
教
員
免

許
、
体
操
競
技
男
女
１
種
・
２
種
の
審
判
な
ど
の
資
格
を
保
有
し
て

い
る
。

【
質
疑
】
鳴
門
市
体
操
場
利
用
者
の
成
果
は
。

【
答
弁
】
利
用
者
か
ら
山
田
隆
弘
選
手
や
畠
田
好
章
選
手
な
ど
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を

多
数
輩
出
し
て
い
る
ほ
か
、
全
国
大
会
等
に
出
場
す
る
選
手
も
継
続
的

に
出
て
い
る
こ
と
か
ら
指
導
体
制
が
整

い
成
果
が
出
て
い
る
。

【
質
疑
】
指
定
管
理
料
の
値
上
げ
の
要
因
は
。

【
答
弁
】
電
気
代
に
つ
い
て
は
令
和
５
年
度
下
期

及
び
令
和
６
年
度
上
期
を
ベ
ー
ス
と
し

て
計
算
し
、
人
件
費
に
つ
い
て
は
市
の

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
改
定
に
合

わ
せ
て
増
額
し
て
お
り
、
指
定
管
理
候

補
者
に
も
了
承
を
得
て
い
る
。

総
務
文
教
委
員
会

委員会審査

生
活
福
祉
委
員
会

鳴門市体操場

鳴門市役所
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産
業
建
設
委
員
会

●
議
案
第
92
号

鳴
門
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

鳴
門
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

【
質
疑
】
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
内
容

の
う
ち
、
観
光
案
内
業
務
の
状
況

は
。

【
答
弁
】
令
和
５
年
度
は
年
間
６
９
０
７

人
、
令
和
６
年
度
は
11
月
末
時

点
で
６
９
８
９
人
に
対
し
観
光

案
内
を
行
っ
た
。
特
に
、
鳴
門
公

園
方
面
を
目
的
地
と
す
る
方
が

多
く
、
そ
れ
ら
目
的
地
に
関
す

る
情
報
の
発
信
や
問
い
合
わ
せ

に
対
応
し
て
い
る
。

【
質
疑
】
観
光
情
報
の
発
信
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
鳴
門
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

周
辺
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
つ
い
て
も
重
点
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
宿
泊
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
、
市
の
観
光
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
県
と

連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
二
次
交
通
を
含
め
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
担
当
課
と
相
談
し
な
が
ら
制
度
や
施
策
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
。

●
議
案
第
86
号

令
和
６
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

ご
み
焼
却
施
設
の
２
号
炉
の
修
繕
を
目
的
と
し
た
「
ご
み
焼
却
施
設
修
繕
事
業
」

を
は
じ
め
、「
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
推
進
事
業
」
や
「
自
立
支
援
給
付
費
事
業
」

に
係
る
補
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
修
繕
に
よ
っ
て
生
じ
る
ご
み
の
場
外
搬
出

に
つ
い
て
の
詳
細
は
。
ま
た
、
地
元
へ
の

説
明
は
行
う
の
か
。

【
答
弁
】
２
号
炉
を
修
繕
す
る
こ
と
に
よ
り
ご
み
の

処
理
能
力
が
低
下
す
る
た
め
、
処
理
し
き

れ
な
い
ご
み
を
場
外
に
搬
出
し
て
処
理
を

行
う
。
ご
み
の
場
外
搬
出
を
行
う
場
合
、

収
集
し
た
袋
の
ま
ま
運
搬
車
に
積
み
替
え

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
今
後
、
具
体

的
に
作
業
を
実
施
す
る
際
に
は
、
環
境
保

全
協
議
会
等
に
説
明
を
行
い
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

【
質
疑
】
今
後
の
施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
弁
】
鳴
門
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
稼
働
後
16
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
修
繕
や
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
修
繕
費
用
等
も

増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
施
設
を
安
全
に
安
定
的
に
運
転
し

て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
、
必
要
な
修
繕
を
年
次
計
画
的
に
実
施
し
て
い

き
た
い
。

委員会審査

予
算
決
算
委
員
会

鳴門市観光情報センター

鳴門市クリーンセンター
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❷橋本　国勝（会派　創心クラブ）

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
な
ど
、
少
し
工

夫
を
し
た
物
価
高
騰
対
策
事
業
の
実
施
が

で
き
な
い
か
。

答
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
に
あ

た
っ
て
は
、
現
下
の
社
会
経
済
情
勢
な
ど

を
踏
ま
え
、
地
域
経
済
対
策
な
の
か
、
市

民
生
活
支
援
と
し
て
の
施
策
な
の
か
な

ど
、
事
業
目
的
に
応
じ
た
よ
り
効
果
的
な

手
法
を
研
究
し
て
い
く
。
低
所
得
者
や
医

療
、
介
護
、
教
育
、
子
育
て
支
援
な
ど
、

本
市
の
物
価
高
騰
対
策
全
体
に
お
け
る

交
付
金
の
配
分
や
よ
り
有
効
な
活
用
方

法
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
。

問
ド
イ
ツ
村
公
園
の
除
草
の
実
施
に
つ
い

て
の
考
え
は
。
ま
た
、
当
時
の
収
容
所
の

様
子
が
分
か
る
バ
ル
ト
の
庭
に
あ
る
兵
舎

（
バ
ラ
ッ
ケ
）
を
ド
イ
ツ
村
公
園
な
ど
に

移
築
で
き
な
い
か
。
さ
ら
に
、
船
本
家
牧

舎
も
移
築
し
て
観
光
資
源
の
一
つ
に
は
で

き
な
い
か
。

答
ド
イ
ツ
村
公
園
は
、
地
域
の
方
々
の
協

力
に
加
え
、
必
要
に
応
じ
、
草
刈
り
業
務

を
外
部
委
託
す
る
な
ど
の
追
加
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
、
地
域

の
方
々
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
可
能
な

限
り
良
好
な
環
境
を
保
て
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

　

収
容
所
兵
舎
の
新
た
な
施
設
の
移
築

は
、
経
費
な
ど
の
面
か
ら
実
現
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
が
、
板
東
俘
虜
収
容
所
の

歴
史
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
の
調
査

や
記
録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
船
本
家
牧
舎
の
移
築
は
、
維
持
管

理
も
含
め
多
く
の
経
費
を
要
す
る
こ
と

か
ら
実
現
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、

引
き
続
き
歴
史
を
知
る
た
め
の
貴
重
な

資
料
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
の
活

用
を
進
め
て
い
く
。

代　表　質　問
一　般　質　問

1．市長の政治姿勢について
⑴ ４期目のこれまでの総括と残り
１年の抱負について

⑵ 人口減少問題について
2．行財政運営について
⑴ 中期財政収支の見通しについて
⑵ シン・スーパー改革プランにつ
いて

3．教育行政について
⑴ いじめ問題及び不登校児童・生
徒への対応について

⑵ 中学校の部活動について

❶叶井　克典（会派　潮）
1．市長の政治姿勢について
　⑴ 市民の生活について
⑵ 観光政策について
⑶ 社会福祉政策について
2．教育行政について
⑴ ＩＣＴ活用推進事業について
⑵ 学校給食について

❺前田ナツ子（会派　公明党）
1．福祉行政について
⑴ 子宮頸がんを防ぐＨＰＶワクチ
ンについて

⑵ グリーフケアについて
2．環境行政について
⑴ ごみ減量対策について

一般質問をテレビで見よう！
２月、６月、９月、12 月に行わ
れる本会議での一般質問は、テレ
ビ鳴門（ケーブルテレビ）の生中
継放送で見ることができます。
　対応チャンネルは、
　・デジタル 111ch
(※チャンネルは変更される場合があります )

❹潮崎　憲司（会派　未来）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 観光行政について
⑵ クリーンセンターについて

❸宅川　靖次（会派　令和なると）
1．市長の政治姿勢について
⑴ サイクリングを通じた鳴門市の
魅力度の向上について

⑵ 公共交通について

物
価
高
騰
対
策

板東俘虜収容所跡

代
表
質
問

会
派　

潮

叶
井 

克
典

か
な

い

か
つ
の
り

市
西
部
地
域
の
観
光
施
策
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問
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
は
。

答
令
和
９
年
６
月
中
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
文
化
会
館
耐

震
改
修
事
業
の
推
進
や
新
し
い
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
整
備
、
鳴
門
駅
周
辺
一
帯
の
再

開
発
、
学
区
制
廃
止
を
見
据
え
た
市
内
高

等
学
校
の
魅
力
化
・
特
色
化
、
行
財
政
改

革
の
よ
り
一
層
強
力
な
推
進
な
ど
を
通

し
て
、
人
口
減
少
局
面
に
お
い
て
も
持
続

発
展
可
能
な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
積
極
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
。

要
望
新
た
な
事
業
推
進
や
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
鳴
門
市
の
将
来
の

人
口
予
測
や
費
用
対
効
果
、
歳
入
見
込
な

ど
か
ら
不
要
不
急
の
事
業
を
見
極
め
た

上
で
事
業
展
開
し
て
ほ
し
い
。

問
令
和
７
年
度
当
初
予
算
の
編
成
方
針

は
。

答
歳
出
増
加
の
抑
制
を
実
効
あ
る
も
の

と
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
配
分

と
予
算
の
重
点
化
を
図
る
た
め
、
一
般
行

政
費
と
事
務
管
理
経
費
に
つ
い
て
は
マ

イ
ナ
ス
３
％
の
シ
ー
リ
ン
グ
を
設
定
し
、

事
業
の
見
直
し
を
促
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
の
見
直
し
と
し
て
、
開
催
の

目
的
や
効
果
を
十
分
に
検
討
し
、
明
確
な

効
果
が
な
い
も
の
は
廃
止
を
前
提
に
検

討
す
る
と
と
も
に
、
民
間
主
導
の
イ
ベ
ン

ト
へ
の
移
行
や
補
助
、
協
力
等
の
支
援
を

行
う
な
ど
、
公
民
連
携
の
取
組
を
積
極
的

に
推
進
す
る
。

問
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
学
校
単
位
で
部
活
動
を
維
持
で
き
な

い
部
の
増
加
や
指
導
員
不
足
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。
専
門
的
な
指
導
者
の
確
保
、

教
員
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
お
り
、
令
和

６
年
度
か
ら
は
、

人
材
バ
ン
ク
を

設
置
し
て
い
る
。

多
く
の
人
材
が

集
ま
る
よ
う
広

報
し
な
が
ら
持

続
可
能
な
部
活

動
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
。

市
政
運
営

令
和
７
年
度
の
当
初
予
算

中
学
校
の
部
活
動

問
市
内
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
を

活
用
し
た
本
市
の
魅
力
度
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
の
考
え
は
。

答
11
月
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
月
間
に
設
定

し
、
初
心
者
な
ど
の
裾
野
拡
大
を
目
的
と

し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
る
ほ

か
、民
間
事
業

者
が
実
施
す

る
レ
ン
タ
ル

サ
イ
ク
ル
の

拠
点
整
備
や

サ
イ
ク
リ
ス

ト
に
優
し
い

宿
の
整
備
に

係
る
事
業
を

対
象
と
し
た

補
助
制
度
の
創
設
な
ど
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

受
入
環
境
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
に
お
い
て
は
、
協
定
を
締
結
し
て
い

る
メ
リ
ダ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
と
の
連

携
の
ほ
か
、
今
年
度
設
置
し
た
サ
イ
ク
ル

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
制
度
を
積
極
的
に
活
用

し
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
新
し
い
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ

ト
を
創
出
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
広

く
発
信
す
る
こ
と
で
本
市
の
魅
力
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
公
共
交
通
空
白
地
域
へ
の
今
後
の
対

応
と
方
向
性
は
。
ま
た
、
運
転
免
許
証
返

納
後
の
タ
ク
シ
ー
運
賃
割
引
な
ど
の
支

援
制
度
の
状
況
は
。

答
地
域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
大
麻

町
の
一
部
の
地
域
な
ど
に
存
在
す
る
交

通
空
白
地
域
を
は
じ
め
、
交
通
に
不
便
を

感
じ
て
い
る
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
、
矢

倉
地
区
や
島
田
地
区
で
の
移
動
支
援
を
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
行
政
、
事
業
者
、

住
民
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

　

返
納
者
に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
運
賃
割

引
な
ど
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、
徳
島

県
が
令
和
２
年
か
ら
継
続
し
て
実
施
し

て
い
る
。
こ
の
支
援
制
度
は
、
自
主
返
納

し
た
際
に
交
付
さ
れ
る
運
転
経
歴
証
明

書
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
の
約

４
６
０
店
舗
で
生
活
に
関
連
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
あ
る
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
通
じ
た

　
　
　
　
　

魅
力
度
の
向
上

公
共
交
通
の

　
　

今
後
の
対
応
と
方
向
性

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ15「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

代
表
質
問

宅
川 

靖
次

た
く
か
わ

や
す

じ

会
派　

令
和
な
る
と

橋
本 

国
勝

は
し
も
と

く
に
か
つ

会
派　

創
心
ク
ラ
ブ

88



問
南
部
ゲ
ー
ト
の
道
の
駅
「
く
る
く
る 

な

る
と
」
お
よ
び
中
央
ゲ
ー
ト
の
高
速
鳴
門

に
お
け
る
観
光
客
の
動
向
を
把
握
し
て
い

る
の
か
。

答
道
の
駅
「
く
る
く
る 

な
る
と
」
の
利

用
実
態
調
査
で
は
、
休
日
利
用
者
の
７
割

か
ら
８
割
が
県
外
か
ら
の
来
訪
者
で
あ

る
こ
と
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
３
割

が
他
の
市
内
観
光
地
に
訪
問
予
定
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
高
速

鳴
門
付
近
で
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
利

用
者
の
約
８
割
が
県
外
客
で
あ
っ
た
。
今

後
も
、
第
２
期
鳴
門
市
観
光
振
興
計
画
に

基
づ
き
観
光
客
の
動
態
デ
ー
タ
な
ど
の

収
集
・
分
析

に
努
め
、
ニ

ー
ズ
に
応
じ

た
情
報
発
信

や
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
図

る
な
ど
、
滞

在
期
間
の
延

伸
や
観
光
消

費
額
の
増
加
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
。

問
主
要
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て
の
課
題
や
公
共
交
通
機
関
と
の
連

携
は
。

答
観
光
ス
ポ
ッ
ト
間
な
ど
の
交
通
ア
ク
セ

ス
が
不
便
で
あ
る
な
ど
、
二
次
交
通
の
脆

弱
性
が
課
題
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
市
内
の
駅
や
バ
ス
停
な
ど
の
交
通

結
節
点
を
中
心
に
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

な
ど
と
接
続
し
、
乗
り
継
ぎ
を
前
提
と
し

た
効
率
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向

け
検
討
し
て
い
る
。

問
現
施
設
を
維
持
し
た
場
合
と
新
施
設
を

建
設
し
た
場
合
の
コ
ス
ト
比
較
は
。

答
現
在
の
ご
み
焼
却
施
設
は
設
備
を
適

切
に
管
理
・
修
繕
す
る
こ
と
で
安
定
し
て

稼
働
し
て
お
り
、
年
次
計
画
的
に
設
備
を

更
新
す
る
こ
と
で
当
面
の
間
は
安
定
的

な
稼
働
を
継
続
で
き
る
と
考
え
て
い
る

た
め
、
新
施
設
建
設
の
検
討
は
し
て
い
な

い
。
今
後
も
安
定
し
た
稼
働
が
継
続
で
き

る
よ
う
、
適
切
な
運
転
管
理
と
施
設
管
理

に
努
め
て
い
く
。

オ
ー
プ
ン
ゲ
ー
ト
構
想

16
年
経
過
し
た

　
　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

５
つ
の
ゲ
ー
ト
間
の

　
　
　

交
通
利
便
性
の
向
上

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ15「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

潮
崎 

憲
司

し
お
ざ
き

け
ん

じ

会
派　

未
来

問
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨

が
令
和
４
年
度
よ
り
再
開
さ
れ
、
同
時
に

16
歳
か
ら
27
歳
ま
で
の
公
費
接
種
を
逃
し

た
女
性
を
対
象
に
無
料
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
接

種
率
向
上
の
取
り
組
み
は
。

答
定
期
接
種
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
４

月
に
中
学
一
年
生
か
ら
高
校
一
年
生
ま

で
の
女
子
に
対
し
個
別
に
接
種
勧
奨
通

知
を
送
付
し
て
お
り
、
以
降
は
毎
年
、
新

中
学
一
年
生
に
対
し
接
種
勧
奨
通
知
を

送
付
す
る
と
と
も
に
、
学
校
を
通
じ
た
接

種
案
内
の
配
布
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
キ

ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
の
対
象
者
に
対

し
て
も
、
令
和
４

年
度
か
ら
毎
年
、

接
種
勧
奨
を
行
っ

て
い
る
。

問
流
産
・
死
産
・
人
工
妊
娠
中
絶
と
い
っ

た
周
産
期
の
死
を
含
め
、
病
気
や
事
故
で

子
ど
も
を
亡
く
し
た
家
族
へ
の
支
援
の
考

え
は
。

答
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」

に
お
い
て
、
公
認
心
理
師
な
ど
が
状
況
に

合
わ
せ
て
、
電
話
連
絡
、
家
庭
訪
問
を
行

う
中
で
丁
寧
な
相
談
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
県
内
の
自
助
グ
ル
ー
プ
の
紹

介
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
っ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問
地
球
温
暖
化
対
策
に
な
る
家
庭
系
ご
み

の
削
減
と
減
量
対
策
と
し
て
、
生
ご
み
処

理
機
キ
エ
ー
ロ
の
補
助
制
度
導
入
の
考
え

は
。

答
減
量
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
く

ら
し
の
中
で
の
ご
み
減
量
の
啓
発
や
生
ご

み
を
堆
肥
化
す
る
コ
ン
ポ
ス
ト
の
あ
っ
せ

ん
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
補

助
、
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
無
料
配
布
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
電
気

式
生
ご
み
処
理
機
の
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス

も
開
始
し
た
。
生
ご
み
処
理
機
キ
エ
ー
ロ

の
補
助
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
向
上
、

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
推
進
状
況

家
庭
ご
み
の
減
量
対
策

周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　

取
り
組
み

代
表
質
問

前
田
ナ
ツ
子

ま
え

だ

な

つ

こ

会
派　

公
明
党

鳴門公園
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個
人
質
問

個　人　質　問
1．危機管理体制について
⑴ 災害対策について
2．避難所について
⑴ 避難所運営について
3．防災士について
⑴ 役割強化について

❶上田　公司 ❷小西　　努
1．南海トラフ地震等の大規模災害
への対策について
⑴ 公助について
⑵ 共助について

❸長濱　賢一
1．人口減少対策について
⑴ コンパクトシティの推進につい
て

⑵ 交流人口・関係人口について
⑶ 中心市街地の活性化について
2．観光振興について
⑴ 第２期鳴門市観光振興計画につ
いて

3．鳴門市文化会館について
⑴ 鳴門市文化会館耐震改修事業に
ついて

問
ド
ロ
ー
ン
は
、
災
害
時
の
被
害
確
認
な

ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
収
集
し
た

デ
ー
タ
を
基
に
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
で
３
Ｄ

化
す
れ
ば
、
平
常
時
に
お
け
る
橋
や
構
造

物
な
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、
文
化
遺
産
な
ど
の
資
源
の
保

全
、
そ
し
て
鳥
獣
被
害
対
策
と
い
っ
た
多

様
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
、
よ
り
少
な
い

人
員
や
コ
ス
ト
・
時
間
で
効
率
的
な
行
政

運
営
が
可
能
に
な
る
。
市
と
し
て
も
デ
ジ

タ
ル
ツ
イ
ン
の
活
用
を
検
討
し
て
は
。

答
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
は
、
防
災
分
野
の
み

な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
活
用
が

見
込
め
る
新
技
術
で
あ
り
、
今
後
、
導
入

コ
ス
ト
の
調
査
や
既
存
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
の
運
用
に
係
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

と
の
比
較
検
討
な
ど
を
踏
ま
え
、
防
災
Ｄ

Ｘ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
検
討
し
た

い
。

問
避
難
者
受
入
や
支
援
側
の
連
携
体
制
が

十
分
で
な
け
れ
ば
、
二
次
被
害
の
発
生
に

繋
が
る
。
市
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
活
用
し
た
受
付
体
制
や
情
報
発
信
、
避

難
所
に
お
け
る
生
活
用
水
や
飲
料
水
の
確

保
、
そ
し
て
自
主
防
災
会
や
防
災
士
、
そ

し
て
医
療
関
係
者
を
加
え
た
一
体
的
な
支

援
体
制
の
構
築
や
課
題
抽
出
の
機
会
を
設

け
て
は
と
提
案
す
る
が
。

答
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
受
付
や
Ａ
Ｉ

通
訳
機
、
透
明
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の
技

術
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
避
難
所

Ｄ
Ｘ
の
推
進
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
地
下
式
給
水
栓
や
水
を
循
環
さ
せ
生

活
用
水
と
し
て
利
用
で
き
る
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ａ
な

ど
の
先
進
的
な
設
備
な
ど
に
つ
い
て
も
、

個
々
の
避
難
施
設
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
多
様
な
避
難
者
に
配
慮
し
た
検

討
を
進
め
る
。
そ
し
て
、
医
療
関
係
者
と

の
連
携
に
つ
い
て
も
、
合
同
防
災
訓
練
や

研
修
会
な
ど

を
通
じ
て
、

防
災
士
会
や

自
主
防
災
会

な
ど
と
一
体

的
な
支
援
体

制
の
構
築
や

課
題
抽
出
の

機
会
を
検
討

す
る
。

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の

　

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
な
活
用

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ15「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

上
田 

公
司

う
え

だ

こ
う

じ

ＷＯＴＡ

避
難
所
の
効
率
的
な
運
営

〈現在の議場議席図については、Ｐ13をご覧ください〉

　令和６年12月12日撮影
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共
助
の
取
り
組
み
の
強
化

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
基
盤
整
備
や
再
開
発

な
ど
に
よ
る
土
地
利
用
の
高
度
化
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
回
遊
し
や
す
く
便
利
な

市
街
地
形
成
を
実
現
す
る
た
め
、
整
備
手

法
な
ど
の
検
討
を
始
め
た
。

要
望
第
１
期
総
合
戦
略
か
ら
人
口
減
少

対
策
と
地
方
創
生
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

い
ま
だ
十
分
な
効
果
が
生
ま
れ
て
い
な

い
こ
と
へ
の
反
省
と
分
析
を
行
い
、
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
に
よ
り
デ
ー
タ
や
エ
ビ
デ
ン
ス
の

集
積
と
分
析
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
明
示
を
し
た
第

３
期
総
合
戦
略
策
定
を
要
望
す
る
。
そ
の

た
め
に
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
持
つ
組

織
の
設
置
を
提
案
す
る
。
ま
た
、
鳴
門
駅

周
辺
の
再
開
発
に
つ
い
て
は
、
大
道
商
店

街
組
合
が
２
年
前
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
末
に

は
、
谷
通
り
の
国
道
ま
で
の
延
伸
や
、
駅

西
へ
の
屋
内
プ
ー
ル
や
ア
リ
ー
ナ
の
誘

致
、
地
元
高
校
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
す
る
た

め
の
学
生
寮
の
整
備
な
ど
を
提
案
す
る

予
定
と
な
っ
て

い
る
。
既
に
民

間
の
機
運
は
熟

成
し
て
い
る
た

め
、
公
的
な
ま

ち
づ
く
り
協
議

会
の
設
立
を
強

く
要
望
す
る
。

個
人
質
問

問
災
害
時
協
力
井
戸
の
取
り
組
み
内
容

は
。

答
災
害
時
の
生
活
用
水
確
保
策
の
一
つ

と
し
て
、
令
和
６
年
10
月
よ
り
災
害
時

協
力
井
戸
の
登
録
事
業
を
開
始
し
た
。
こ

れ
は
、
市
内
の
個
人
や
企
業
な
ど
の
所
有

す
る
井
戸
を
災
害
時
協
力
井
戸
と
し
て

登
録
い
た
だ
き
、
災
害
に
よ
る
断
水
時
に

地
域
の
方
々
の
生
活
用
水
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

現
在
18
件
の
申
請
が
あ
る
。
今
後
も
災

害
時
協
力
井
戸
の
登
録
数
の
向
上
に
努

め
る
。

問
自
主
防
災
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
よ
る
共
助
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
今
後
の
対
応
は
。

答
今
後
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
を
検

討
す
る
に
あ
た
り
、
共
助
の
取
り
組
み
の

強
化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
自
主
防
災
会

な
ど
へ
の
活
動
の
補
助
事
業
の
ほ
か
、
自

主
防
災
会
と
自
治
振
興
会
な
ど
、
他
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
に
よ
る
地

域
防
災
を
さ
ら
に
促
進
し
て
い
く
。

　

一
方
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、

組
織
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
と
い
っ

た
問
題
が
あ
り
、
防
災
の
取
り
組
み
に
お

い
て
も
意
識
の
差
が
あ
り
、
災
害
発
生
の

こ
と
だ
け
を
考
え
て
平
時
か
ら
の
備
え

を
し
て
お
く
こ
と
は
難
し
い
側
面
が
あ

る
。
昨
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
鳴
門
市

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

今
年
度
、
わ
く
わ
く
冬
パ
ー
ク
と
の
同
時

開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
世

代
の
方
が
交
流
し
、
楽
し
み
な
が
ら
防
災

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の

　
　

大
規
模
災
害
へ
の
対
策

問
本
市
は
、
止
ま
ら
な
い
少
子
化
・
人
口

減
少
へ
の
対
策
と
し
て
、
ま
た
、
持
続
可

能
な
縮
小
社
会
の
創
造
に
向
け
た
持
続

発
展
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
大
幅
な

見
直
し
お
よ
び
立
地
適
正
化
計
画
の
策

定
を
行
っ
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
推

進
す
る
た
め
の
具
体
的
施
策
や
今
後
の

方
針
、
鳴
門
駅
周
辺
の
再
開
発
に
つ
い
て

問
う
。

答
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
推
進
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
施
策
と
し
て
、
若
者
の
移
住

や
定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
交
付
し
て

い
る
定
住
促
進
住
宅
取
得
補
助
金
に
お

い
て
、
令
和
５
年
度
よ
り
居
住
誘
導
区
域

内
に
住
居
を
取
得
し
た
際
に
補
助
金
額

を
10
万
円
加
算
す
る
制
度
を
設
け
て
い

る
。
さ
ら
に
、
都
市
の
ス
ポ
ン
ジ
化
の
解

消
に
向
け
て
は
、
今
あ
る
資
源
を
民
間
主

導
、
公
民
連
携
の
手
法
で
変
え
て
い
く
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　

鳴
門
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
顔

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ15「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

長
濱 

賢
一

な
が
は
ま

け
ん
い
ち

小
西 

　
努

こ

に
し

つ
と
む

（
潮
）

（
創
心
ク
ラ
ブ
）

フェーズフリーフェスティバル（令和６年12月15日）
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　委員会とは、議案などを専門的・能率的に審査するため、本会議の予備的審査機関として条例などにより設置している
ものです。
　現在、鳴門市議会では４つの常任委員会を設置し、予算や条例の制定・改廃、住民などから提出された請願の審査、所
管分野の事務についての調査を行っています。
　また、議会の運営について協議する議会運営委員会、議会の広報について協議する議会広報委員会を設置しているほか、
特に審査が必要とされる案件がある場合には、特別委員会を設置します。

■新しい委員会構成■

人事や財政、市
税、デジタル化、
総合計画、統計、
公共交通、防災、
消防、学校教育、
社会教育などに
関する事項を担
当しています。

委 員 長 浜　　盛幸
副委員長 高麗　裕之
委　　員 叶井　克典
 宅川　靖次
 野田　粋之
 橋本　国勝
 梶　　達矢

総務文教委員会
戸 籍 や ス ポ ー
ツ、文化、環境、
国民健康保険、
保健、医療、介
護、人権、障が
い者福祉、子育
て支援などに関
する事項を担当
しています。

委 員 長 上田　公司
副委員長 小西　　努
委　　員 東谷　伸治
 長濱　賢一
 秋岡　芳郎
 八木　　亨
 東　　正昇

生活福祉委員会

都市計画や市営
住宅、市道、下
水道、浄化槽、
雇用対策、企業
誘致、観光、農
林水産、水道、
ボートレースな
どに関する事項
を担当していま
す。

委 員 長 圃山　俊作
副委員長 山根　　巌
委　　員 江戸　貴志
 佐藤　絹子
 潮崎　憲司 
 前田ナツ子
 三津　良裕

産業建設委員会
市の予算・決算
と監査委員が行
う検査の結果に
関することを担
当しています。

委 員 長 潮崎　憲司
副委員長 前田ナツ子
委　　員 議長を除く

全ての議員

予算決算委員会

定例会・臨時会
の会期や日程、
質問者の順序の
調整など、議会
運営の全般につ
いて協議・意見
調整を図るため
の機関です。

委 員 長 東　　正昇
副委員長 江戸　貴志
委　　員 浜　　盛幸
 野田　粋之
 橋本　国勝
 八木　　亨
 圃山　俊作
 潮崎　憲司

議会運営委員会
議会広報番組や
議 会 だ よ り な
ど、議会からの
情報発信に関す
る事項について
協議するための
機関です。

委 員 長 小西　　努
副委員長 上田　公司
委　　員 浜　　盛幸 
 宅川　靖次
 八木　　亨
 圃山　俊作
 江戸　貴志 
 三津　良裕

議会広報委員会

分担することで、
より詳細で専門
的な審査・調査が
できるんだね。

(Ｒ7.2.28現在)

（議席順）
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■ 会 派 構 成 ■

市政に対して、同じ考えや意見を持っている議員の集まりを「会派」といいます。
【会派構成は変更する場合があります】

■  議場議席図  ■
議場の議席は、常任委員会の改選に伴い変更されます。

鳴
門
市
議
会
で
は
先
例
に
よ
り
、
議
長‥

22
番
、
副
議
長‥

21
番
、
議
会
運
営

委
員
長‥

20
番
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
議
員
に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員
会
を
単
位
と
し
て
１
番
か
ら
、
総
務
文

教
委
員
会
、
生
活
福
祉
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員
会
の
順
に
な
り
ま
す
。

 上田　公司
 山根　　巌

無 所 属

会　長 浜　　盛幸
幹事長 前田ナツ子

公 明 党

会　長 野田　粋之
副会長 橋本　国勝
幹事長 三津　良裕
会　計 秋岡　芳郎
会　員 長濱　賢一

創心（そうしん）クラブ

会　長 江戸　貴志
副会長 東谷　伸治
幹事長 梶　　達矢
会　員 潮崎　憲司
会　員 高麗　裕之

ナルト地方創生会

会　長 東　　正昇
副会長 圃山　俊作
幹事長 叶井　克典
会　計 小西　　努
会　員 藤田　茂男

潮(うずしお)

傍 聴 席

理事者席
理事者席

事務局席 事務局長席

演台

議長席
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潮
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(Ｒ7.2.28現在)

(Ｒ7.2.28現在)

会　長 八木　　亨
　　　 宅川　靖次
会　員 佐藤　絹子

令和なると

幹事長
兼会計
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政治家の寄附は禁止！ 
有権者が政治家に寄附を求めることも禁止！ 

みんなで徹底しよう「三ない運動」 

政治家の寄附は禁止（贈らない）！ 
政治家の寄附を求めない！ 受け取らない！ 

【平時より禁止されるもの】 
●政治家の寄附の禁止 
　政治家が選挙区内にある者に対して寄附をすることは、その時期や名義のいかんに関わらず、罰則をもって
禁止されています。また、政治家以外の者が政治家の名義の寄附をすることも罰則をもって禁止されています。
●政治家に対する寄附の勧誘・要求の禁止 
　政治家に対して寄附をするよう勧誘や要求をすることも禁止されています。政治家を威迫して、あるいは政
治家の当選または被選挙権を失わせる目的で勧誘や要求をすると処罰されます。政治家名義の寄附を求めるこ
とも禁止されており、威迫して求めると処罰されます。 
●政治家の関係団体の寄附の禁止 
　政治家が役職員や構成員である団体や会社が、選挙区内にある者に対して、政治家の氏名を表示したり、氏
名が類推されるような方法で寄附することは禁止されており、選挙に関して寄附をすると処罰されます。 
●政治家の後援団体の寄附の禁止 
　政治家の後援団体（いわゆる後援会）が、選挙区内にある者に対して、後援団体の設立目的により行われる
行事や事業に関する寄附以外の寄附をすると、その時期や名義のいかんに関わらず処罰されます。 

【選挙に関して行うことが禁止されるもの】 
●政治家の氏名等を冠した団体の寄附の禁止 
　政治家の氏名が表示されたり、氏名が類推されるような名称が表示されている団体が、選挙に関し、選挙区
内にある者に対して寄附をすることは、名義のいかんに関わらず処罰されます。 
●請負等の契約の当事者の寄附の禁止 
　国、地方公共団体と請負その他特別の利益を伴う契約の当事者がそれぞれの選挙に関して寄附をすること
や、これらの者からそれぞれの選挙に関して寄附を受けることは、罰則をもって禁止されています。 

【その他、禁止されている行為】 
〇政治家が選挙区内にある者に対して、答礼のための自筆によるものを除き、年賀状、寒中見舞などのあいさ
つ状（電報も含む）を出すことは禁止されています。 

〇政治家や政治家の後援団体（いわゆる後援会）が、選挙区内にある者に対して、主として挨拶を目的とする
有料の広告を新聞・雑誌・テレビ・ラジオ・インターネットなどに出すと処罰されます。 

次の行為が禁止されています 

総務省
ホームページ

（なるほど！選挙「寄附の禁止」）
https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/naruhodo08.html
※詳細はお近くの選挙管理委員会までお問い合わせください。

〈鳴門市選挙管理委員会〉℡088-684-1178　E-Mail senkan@city.naruto.i-tokushima.jp

※広報紙「総務省」(2024 年 12 月号）より 

　今年、鳴門市議会議員の選挙が行われます。
そこで皆さまに改めてご理解いただきたいのが、きれいな政治、お金
のかからない政治の実現、選挙の公正の確保を目指す「三ない運動」（贈
らない、求めない、受け取らない）です。
　政治家が選挙区の人にお金や物を贈ることはもちろん、
有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも、公職選挙
法により禁止されています。
　皆さま一人ひとりが寄附禁止のルールを守って、明るい
選挙を実現しましょう。
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　本会議と委員会の模様は、イン
ターネット中継と録画配信でご覧
いただけます。
　また、本会議の模様は、テレビ
鳴門でも生放送に加え、録画放送
を行っています。

①「鳴門市議会」を検索。
②鳴門市議会公式ウェブサイト内
の「会議録検索システム」から
ご覧になりたい会議録を検索。

もっと議会を知りたい

　鳴門市議会では、市民の皆様からの議会活動に関する
幅広いご意見をいただくため、「鳴門市議会　ご意見箱」
を設置しています。

～議会活動に関するご意見を募集しています～
ご　意　見　箱

【議会を動画配信で見よう】

【会議録をウェブサイトで見よう】 

《傍聴にお越しください》
令和７年第１回定例会は16ページの日程で開催予定です。 
本会議、各常任委員会の傍聴に、ぜひお越しください。 

(受付：西側エレベーター４階／議場入口)
※当日、受付にて氏名、住所、年齢をご記入ください。傍聴券をお渡しし、係員がご案内いたします。 

※ご意見に対する回答はいたしませんが、個人情報に配慮の上、鳴
門市議会公式ウェブサイトなどで紹介させていただく場合があり
ます。個人に対する誹謗・中傷などは、お断りいたします。

【提出方法】
次のいずれかの方法でご提出ください。
①鳴門市議会公式ウェブサイトの
「鳴門市議会　ご意見箱」ペー
ジから「入力フォーム」に必要
事項をご入力の上、送信。
②鳴門市役所 本庁舎１階 待合ロビー付近に設置して
いるご意見箱に投函。

・本会議…議場 ・委員会…委員会室
(受付：西側エレベーター４階／議会事務局) 

はたちの記念式典（１月11日） 

議長・副議長公務（１月）

鳴門市消防出初式（１月12日） 

鳴門地方
卸売市場

の初市（
１月５日

）

鳴門市スポーツ協会表彰式（１月26日）
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※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

《議会広報委員会》
委 員 長：小西　　努

副委員長：上田　公司 

委　　員：浜　　盛幸・宅川　靖次・八木　　亨

圃山　俊作・江戸　貴志・三津　良裕

後 記編 集
　今回より議会広報委員会も新しいメンバーで企画し
て参ります。令和７年版は、皆様により興味を持って
ご拝読いただけますよう、メンバー一同一層気合いを
入れて取り組みます。発行を心待ちにしていただけれ
ば幸いでございます。

令和７年第１回定例会の日程（２月18日～３月18日）
日 月 火 水 木 金 土

２月16日 17
開会／本会議
予算決算委員会

一般質問（代表）

■（赤字）はケーブルテレビ中継とインターネット中継、■（緑字）はインターネット中継を行います

一般質問
通告締切

一般質問（個人）
予算決算委員会
全員協議会

一般質問（個人）

全員協議会

生活福祉委員会

議会運営委員会
全員協議会
議会運営委員会

本会議／閉会

18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 ３月１日

2 3 4 6 7 8

9 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

産業建設委員会 予算決算委員会総務文教委員会
5

令和７年 鳴門市議会新体制決まる !!
　令和６年12月25日に開催された第４回定例会本会議において、議長・副議長
選挙および議会選出監査委員の選任が行われ、次の３名が選出されました。
　また、新しい議長のもと委員会構成が変更されました。（各委員会の構成は
12ページをご覧ください）

副議長 議　長 監査委員

「一隅を照らす」精神を大切
に議会運営に尽力いたします

議会に新しい風を吹かせ
誠心誠意取り組みます

市民の皆様の立場に立ち
監査に取り組みます

かな い かつのり

叶井　克典
ふじ た しげ  お 

藤田　茂男
かじ たつ や 

梶　　達矢

予算決算委員会 予算決算委員会 予算決算委員会
10

（委員長：小西　努）
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